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は
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で
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阿
南
教
育
長

伊
藤
建
設
課
長

田
中

建
設
課
長

井
手

企
画
振
興
課
長

岡
田
高
齢
者
支
援
課
長

井
野
企
画
振
興
課
長

井
手

井
手

井
手

井
手

井
手

岩
下
教
育
部
長

井
手

伊
藤
建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

阿
蘇
中
学
校
の
通
学
路
に
つ
い
て

（９）

　
　
　
　
建
設
予
定
の
新
小
里
団
地
２
期

分
に
下
り
山
団
地
は
移
転
の
対
象
に
は
な

ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
計
画
は
36
戸

に
な
っ
て
お
り
、
建
替
え
対
象
団
地
４
団

地
と
あ
わ
せ
総
合
的
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
当
地
区
は
避
難
指
示
区
域
に
指

定
さ
れ
た
が
避
難
の
為
の
道
路
３
本
の
内

２
本
が
冠
水
し
内
１
本
が
崩
壊
し
た
。
そ

こ
で
宮
野
川
か
ら
花
原
川
へ
の
打
ち
出
し

付
近
に
、橋
の
設
置
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
熊
本
県
の
方
で
黒

川
の
治
水
対
策
の
説
明
が
あ
っ
て
お
り
花

原
川
堤
防
の
か
さ
上
げ
計
画
も
あ
る
と
の

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
橋
の
設
置
に
つ
い

て
は
県
の
計
画
を
見
定
め
た
と
こ
ろ
で
総

合
的
に
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
上
寿
園
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
災
害
復
旧
は
現

在
建
っ
て
い
る
場
所
で
の
復
旧
が
原
則
で

あ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２
年
の

水
害
、
そ
し
て
今
回
の
７
・
12
水
害
で
床

上
90
㎝
も
あ
っ
た
と
い
う
、
大
変
危
険
な

状
態
で
現
況
復
旧
に
つ
い
て
は
最
良
で
は

な
く
別
な
場
所
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

の
方
向
性
は
意
見
集
約
会
議
の
中
で
市
独

自
で
再
開
す
る
の
で
は
な
く
民
設
・
民
営

化
の
方
向
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
意
見

を
い
た
だ
き
、
民
設
民
営
に
な
り
ま
し
て

も
今
の
公
営
で
行
っ
て
お
る
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。
処
置
費

に
つ
き
ま
し
て
も
今
ま
で
ど
お
り
の
処
置

費
と
な
り
ま
す
。

　

他
に
、「
７
・
12
豪
雨
災
害
を
教
訓
と

し
た
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

下
り
山
地
区
の
今
後
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

菅　　　敏　德

移転が望まれる下り山住宅

阿蘇市12月定例会阿蘇市12月定例会

14

菅菅菅

岡
田
高
齢
者
支
援
課
長

伊
藤
建
設
課
長

建
設
課
長

全
国
大
会
出
場
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て



（８）

境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、

説
明
を
求
め
る
。
ま
た
、

農
地
費
の
農
地
・
水
保
全

管
理
支
払
交
付
金
事
業
補

助
金
は
、
何
故
42
％
に
落

ち
込
ん
だ
の
か
。
そ
れ
と
、

畜
産
振
興
総
合
対
策
事
業

費
の
阿
蘇
あ
か
牛
草
原
再

生
事
業
補
助
金
は
、
１
２

０
頭
分
が
97
頭
し
か
申
し

込
み
が
な
か
っ
た
か
ら
減

額
す
る
の
か
、
以
上
の
３

点
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

る
。
　
　
　

環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
事
業
は
、
『
カ

モ
米
等
の
有
機
米
』
と

『
大
豆
・
サ
ト
イ
モ
の
無

農
薬
栽
培
』
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
・

水
保
全
管
理
支
払
交
付
金

事
業
は
今
年
か
ら
始
ま
っ

た
向
上
活
動
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
共
同
活
動
は
溝

さ
ら
い
等
の
簡
単
な
補
修

ま
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
大
が
か
り
な
工

事
も
出
来
る
と
い
う
事
で

予
算
措
置
を
し
た
と
こ
ろ
、

各
自
治
体
の
営
農
組
織
の

参
加
が
多
く
な
っ
た
関
係

で
、
国
の
予
算
枠
が
尽
き

て
し
ま
い
、
42
％
の
配
分

し
か
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
阿

蘇
あ
か
牛
草
原
再
生
事
業

に
つ
い
て
は
、
１
２
０
頭

の
申
し
込
み
が
あ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
や
は
り
県
の

予
算
枠
の
関
係
で
減
額
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　

農
業
振
興
費
の
阿

蘇
市
農
業
生
産
復
旧
支
援

事
業
補
助
金
は
、
ハ
ウ
ス

等
の
施
設
に
補
助
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
何
件
位
あ

る
の
か
。

　
　
　

ハ
ウ
ス
施
設
は
23

件
で
す
。
事
業
費
１
４
０

０
万
円
の
内
、
市
の
持
ち

出
し
は
２
７
０
万
円
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
ハ
ウ
ス
の
付

帯
施
設
は
56
件
あ
り
、
事

業
費
が
１
億
１
６
０
０
万

円
、
市
の
負
担
は
２
２
２

０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

ト
マ
ト
循
環
施
設

導
入
補
助
金
と
し
て
１
６

８
万
円
が
組
ま
れ
て
い
る

が
、
何
戸
分
の
予
算
が
組

ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

７
戸
の
農
家
で

１
・
３
ha
程
度
の
面
積
分

で
す
。
総
事
業
費
は
３
８

９
万
９
千
円
で
、
県
が
３

分
の
１
の
補
助
、
市
が
６

分
の
１
、
合
わ
せ
て
税
抜

き
の
２
分
の
１
が
補
助
さ

れ
ま
す
。

　
　
　

農
業
振
興
費
の
熊

本
６
次
産
業
化
総
合
対
策

事
業
補
助
金
は
、
赤
ど
漬

を
お
茶
漬
け
用
に
商
品
開

発
し
た
こ
と
か
ら
、
事
業

費
の
２
分
の
１
を
補
助
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ

は
機
械
の
購
入
費
な
の
か
。

　
　
　

市
場
調
査
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
製
作
、
そ
れ
と
流

通
開
拓
の
ソ
フ
ト
面
の
経

費
で
す
。

　
　
　

阿
蘇
市
農
業
生
産

復
旧
支
援
事
業
補
助
金
に

は
、
農
業
関
係
・
機
械
農

機
具
等
が
組
ま
れ
て
い
る

が
、
全
体
で
農
家
戸
数
は

何
件
あ
る
の
か
。
本
年
度

の
予
算
で
あ
れ
ば
来
年
３

月
31
日
ま
で
に
、
畜
舎
な

ど
の
建
設
を
終
わ
ら
せ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

　
　
　

事
業
数
は
２
２
３

件
で
、
農
家
数
は
99
戸
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
県
の
方
か

ら
内
示
を
頂
い
て
い
ま
す

が
、
国
の
方
の
決
定
が

あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
お

そ
ら
く
年
明
け
に
国
の
交

付
決
定
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
国
の
内
示
が

あ
り
次
第
、
施
行
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
建

物
に
つ
い
て
、
内
示
が
な

い
こ
と
に
は
取
り
掛
か
れ

な
い
の
で
、
繰
越
が
で
き

る
の
か
確
認
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
審
議
を
経

た
結
果
、
本
案
は
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、
事
業
の
精

算
処
理
に
伴
い
、
歳
入
の

起
債
を
減
額
し
、
そ
れ
に

伴
う
歳
出
予
算
の
減
額
調

整
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

特
に
質
疑
・
意
見
も
な
く
、

本
案
は
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

トマトハウス

（11）

　
　
　
　
平
成
24
年
７
月
12
日
に
発
生
し

た
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
阿
蘇
で
も
多
く

の
方
々
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
防
災
、
減

災
の
観
点
か
ら
、
河
川
の
水
量
や
、
火
山

の
火
口
内
の
様
子
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
見
る
事
が
出
来
れ
ば
、
避
難
の
判
断
基

準
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
内
牧
遊
水
池

に
取
り
付
け
て
あ
る
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
増

設
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
上
流
域
か
ら

下
流
域
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
で
す
。

　
　
　
　
阿
蘇
山
も
、
い
つ
爆
発
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
普
賢
岳
や
新
燃
岳
の
噴

火
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
噴
火

な
ど
の
様
子
を
知
る
た
め
の
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
噴
火
等
に
備
え
、
山
上
有

料
道
路
か
ら
常
時
火
口
側
の
様
子
が
見
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
火
口
内
の
様
子
が
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
で
見
る
事
が
出
来
れ
ば
、
避
難
が
ス

ム
ー
ズ
に
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
火
山
博
物
館
が
所
有
す
る

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
活
用
す
る
事
を
検
討
し

ま
す
。

　
　
　
　
研
修
で
富
士
吉
田
市
や
東
北
の

被
災
地
を
訪
ね
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

富
士
吉
田
市
で
は
、
富
士
山
の
噴
火
を
想

定
し
、
溶
岩
の
流
れ
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
さ
れ
、
市
民
の
判
断
材
料
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
阿
蘇
市
の
学
校
で
は
、
防
災
訓
練

を
ど
う
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
阿
蘇
で
は
津
波
の
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
雨
や
地
震
、
火
災

な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
碧
水
小
学
校

に
お
い
て
は
火
山
が
爆
発
し
た
場
合
の
、

古
城
、
坂
梨
小
学
校
に
お
い
て
は
、
大
雨

の
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

他
に
、「
阿
蘇
駅
前
利
用
に
つ
い
て
（
看

板
等
）」
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

災
害
避
難
訓
練
実
施
に
つ
い
て

阿　南　善　範

被災した農地

　
　
　
　
災
害
か
ら
五
ヶ
月
過
ぎ
、
砂
防
、

治
山
、
河
川
、
治
水
、
農
地
の
復
旧
等
の

査
定
も
進
み
、
工
事
発
注
の
段
階
と
な
り

ま
し
た
。
農
地
の
復
旧
で
、
小
災
害
、
単

独
災
害
は
、
農
家
の
協
力
を
求
め
、
独
自

の
予
算
措
置
対
応
で
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
箇
所
を
超
え
る
、

被
害
の
届
出
が
あ
り
、
国
の
補
助
で
行
う

部
分
は
、
県
営
１
９
５
地
区
21
億
円
程
度

で
、
市
営
３
２
６
地
区
で
、
約
12
億
円
見

込
ん
で
い
ま
す
。
国
の
補
助
対
象
外
の
小

災
害
、単
独
災
害
は
５
８
０
箇
所
位
で
、

少
し
で
も
来
年
の
作
付
け
に
間
に
合
う
様

に
自
力
復
旧
に
対
し
て
の
一
部
補
助
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
８
月
の
予
備
指
名
で
届
出
が
な

か
っ
た
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
９
月
の
入
札
の
指
名
参
加
業
者

と
直
近
の
業
者
は
。

　
　
　
　
　
　
吉
永
、
岩
永
、
光
進
、
三

津
野
、
小
竹
を
筆
頭
と
す
る
建
設
工
事
共

同
企
業
体
５
グ
ル
ー
プ
で
、
一
番
近
い
業

者
は
光
進
を
筆
頭
と
す
る
建
設
工
事
共
同

企
業
体
で
29
億
８
０
０
０
万
円
で
す
。

　
　
　
　
11
月
の
入
札
業
者
と
直
近
は
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
時
は
、
単
独
企
業
体

と
い
う
事
で
18
業
者
指
名
し
て
お
り
ま
す
。

応
札
は
戸
田
、
安
藤
、
吉
永
、
三
津
野
、

光
進
の
５
社
で
、
直
近
は
光
進
で
28
億
５

０
０
０
万
円
で
す
。

　
　
　
　
２
回
目
の
入
札
は
不
落
で
条
例

に
基
づ
き
業
者
入
れ
替
え
が
正
当
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
９
月
の
入
札
に
関
し
て
は

共
同
企
業
体
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
11
月

の
入
札
に
お
け
る
業
者
に
つ
い
て
は
、
単

独
の
企
業
体
と
い
う
こ
と
で
18
社
指
名
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

他
に
、「
世
界
農
業
遺
産
に
つ
い
て
」

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

農
地
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て

河　﨑　德　雄

阿蘇火山博物館のカメラ

阿
南

阿
南
教
育
長

佐
藤
総
務
課
長

阿
南

阿
南

阿
南

総
務
課
長

総
務
課
長

河
﨑

河
﨑

河
﨑

河
﨑

財
政
課
長

河
﨑

財
政
課
長

本
山
農
政
課
長

和
田
財
政
課
長

財
政
課
長

問

答

答議
案
第
79
号　

平
成
24

年
度
阿
蘇
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

問

問

答

答問答

新
病
院
入
札
の
不
落
に
つ
い
て



　
　
　
　
来
年
の
梅
雨
ま
で
半
年
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
ハ
ー
ド
整
備
は
５
年
か
か
り

ま
す
。
さ
し
あ
た
っ
て
今
度
の
梅
雨
に
は

間
に
合
い
ま
せ
ん
。
何
月
頃
ま
で
に
何
を

す
る
の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
避
難
対
策
関

係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
阿
蘇
地
域
土

砂
災
害
検
討
委
員
会
と
い
う
の
が
２
回
開

か
れ
て
お
り
、年
度
内
３
月
ま
で
に
は
、

新
た
な
避
難
対
策
関
係
を
取
り
ま
と
め
、

各
地
域
で
実
情
に
合
っ
た
避
難
訓
練
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
最
大
の
課
題
と
し
て
、
雨
や
雷

が
激
し
く
、
避
難
が
で
き
な
か
っ
た
、
と

い
う
状
況
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
気
象
情
報
等
を
見
な
が
ら

早
め
に
避
難
と
い
う
事
が
、
こ
う
い
う
避

難
で
き
な
い
状
況
を
回
避
す
る
一
番
の
手

段
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
具
体
的
な
提
案
と
し
て
、
一
週

間
と
か
、
一
ヶ
月
間
、
危
険
地
域
の
人
た

ち
が
ホ
テ
ル
と
か
、
合
宿
所
に
前
も
っ
て

避
難
す
る
と
い
う
方
法
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
宿
泊
施
設
避
難
は
低

め
に
算
定
し
て
も
、
例
え
ば
古
城
地
区
で

試
算
し
て
、
一
日
２
４
４
万
円
ぐ
ら
い
で
、

一
週
間
な
ら
７
倍
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
個
室
・
自
炊
・
洗
濯
が
で
き
る

避
難
合
宿
所
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
市
の
防
災
セ
ン
タ
ー
を
兼

ね
た
部
分
で
、
避
難
所
を
そ
の
中
に
造
る

と
い
う
よ
う
な
方
向
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
、「
立
野
ダ
ム
に
つ
い
て
」、「
情

報
発
信
、通
信
手
段
に
つ
い
て
」、「
避
難
所
、

避
難
所
組
織
作
り
に
つ
い
て
」
等
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

谷　﨑　利　浩

（12）

　
　
　
　
農
地
の
被
害
査
定
の
進
捗
状
況

は
。
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
本
県
が
90
％
、
阿

蘇
市
が
70
％
済
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
査
定
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
市
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

民
間
の
約
40
社
へ
委
託
を
し
、
測
量
設
計

の
成
果
を
い
た
だ
き
、
職
員
で
国
の
査
定

を
受
け
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
査
定
及
び
撤
去
作
業
は
、
い
つ

完
了
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
査
定
設
計
書
を
業

者
で
作
成
し
て
お
り
、
そ
の
後
実
施
設
計

に
入
り
、
工
事
の
発
注
と
な
り
ま
す
。
現

時
点
で
は
、
県
・
市
と
も
最
大
限
の
努
力

を
し
な
が
ら
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
災
害

の
範
囲
が
一
万
筆
程
あ
り
、
思
う
よ
う
に

出
来
て
お
り
ま
せ
ん
。
11
月
か
ら
の
農
家

へ
の
説
明
会
で
は
、
25
年
８
月
末
ま
で
に

は
終
了
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
が
、

は
っ
き
り
と
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
と
説

明
し
て
お
り
ま
す
。
１
月
内
に
発
注
し
て

い
け
ば
、
工
事
計
画
の
中
で
復
旧
時
期
の

見
通
し
が
あ
る
程
度
明
確
に
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
時
点
で
再
度
、
説
明
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
廃
土
置
き
場
の
現
状
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
住
宅
か
ら
出
さ

れ
た
廃
土
に
つ
い
て
は
、
畜
協
跡
地
・
岩

本
畜
産
跡
地
・
阿
蘇
北
中
学
校
跡
地
の

３
ヶ
所
に
受
け
入
れ
、
都
市
災
害
復
旧
事

業
の
査
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
最
終
的
に
、
山
積
み
の
廃
土
の

処
理
は
。

　
　
　
　
　
　
全
て
現
地
に
敷
き
な
ら
す

方
法
で
進
め
て
い
き
ま
す
。
個
人
的
な
引

き
取
り
に
関
し
て
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
す
が
、
お
断
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

他
に
、「
災
害
後
の
市
営
団
地
に
つ
い

て
」
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

農
地
に
堆
積
し
た
土
砂
撤
去
に
つ
い
て

園　田　浩　文

来
年
梅
雨
の
避
難
に
つ
い
て

農地に堆積した土砂

黒川ダム付近の河川の狭窄状況

（７）

で
、
今
回
、
委
託
料
を
組

ん
で
、
来
年
度
に
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

河
川
等
災
害
復
旧

費
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
の

補
足
説
明
で
現
年
補
助
災

害
復
旧
工
事
は
１
１
９
ヶ

所
と
言
わ
れ
た
が
、
予
算

措
置
は
ま
だ
し
て
な
い
の

か
。
　
　
　

単
独
災
は
４
５

０
ヶ
所
程
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
半
分
く
ら
い
し
か
終

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
残
り

に
つ
い
て
は
専
決
処
分
で

予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　

河
川
等
災
害
復
旧

費
の
工
事
請
負
費
、
そ
の

中
の
現
年
補
助
災
害
復
旧

工
事
・
橋
梁
本
災
が
５
億

９
千
６
百
万
円
減
額
に

な
っ
て
い
る
が
、
減
額
の

理
由
は
何
か
。

　
　
　

橋
梁
は
『
橋
梁
本

災
』
と
『
橋
梁
等
改
良
』

で
組
ん
で
お
り
、
橋
梁
等

改
良
の
災
害
関
連
工
事
は

増
え
ま
し
た
が
、
橋
梁
本

災
に
つ
い
て
は
全
体
的
な

見
込
み
額
を
高
く
設
定
し

て
い
ま
し
た
。

　
　
　

山
田
は
橋
が
二
つ

落
ち
た
が
、
鷲
の
石
橋
の

幅
員
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
５
・
５
ｍ
位
で
す
。

　
　
　

鷲
の
石
橋
は
、
今

は
仮
道
路
が
あ
る
が
、
山

田
橋
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。
山
田
橋
が
本
通
り

な
の
で
、
急
い
で
も
ら
え

な
い
か
。

　
　
　

山
田
橋
に
も
仮
橋

を
造
り
ま
す
。
４
橋
と
も

工
事
請
負
業
者
は
決
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
本
格
的

に
は
１
月
末
か
ら
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

入
札
も
終
わ
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
工
事

施
工
業
者
の
情
報
を
地
元

に
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　

地
域
に
と
っ
て
は

非
常
に
関
心
の
高
い
工
事

で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、

看
板
な
ど
を
早
く
設
置
し

て
、
区
長
さ
ん
宅
を
回
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
業
者
は
、
黒
流
橋

が
山
内
工
業
、
鷲
の
石
橋

が
亀
井
建
設
、
山
田
橋
が

熊
阿
建
設
、
西
浜
橋
が

江
藤
建
設
で
す
。

　
　
　

今
度
の
災
害
で
建

設
課
・
農
政
課
の
職
員
は

大
変
な
苦
労
を
さ
れ
て
い

る
が
、
河
川
改
修
や
河
川

に
堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去

は
、
大
体
い
つ
頃
ま
で
に

終
え
ら
れ
る
か
。

　
　
　

河
川
に
つ
い
て
は

災
害
復
旧
で
、
あ
る
程
度

の
土
砂
は
取
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、

交
通
止
め
を
し
て
い
る
道

路
を
復
旧
し
て
、
そ
れ
か

ら
河
川
に
移
っ
て
い
く
考

え
で
す
。
河
川
は
６
、
７

月
の
梅
雨
時
は
工
事
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
危
険

の
な
い
よ
う
な
状
態
に
し

て
お
き
、
橋
梁
４
橋
以
外

の
道
路
と
河
川
を
、
平
成

26
年
３
月
位
ま
で
に
終
わ

ら
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　

河
川
の
土
砂
は
ユ

ン
ボ
で
片
づ
け
て
い
る
が
、

擁
壁
や
ブ
ロ
ッ
ク
等
が
川

に
倒
れ
て
、
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。
堤
防
が
氾

濫
し
て
二
次
災
害
が
起
こ

り
は
し
な
い
か
。
豆
札
川

な
ど
危
険
な
場
所
を
早
急

に
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　

豆
札
川
に
つ
い
て

は
工
事
施
工
伺
い
を
決
裁

中
で
す
。
そ
う
い
う
所
を

早
急
に
や
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

古
神
橋
は
今
回
の

豪
雨
で
堤
防
か
ら
水
が
溢

れ
、
河
川
の
南
側
は
道
路

が
陥
没
し
て
通
行
止
め
に

な
っ
て
い
る
。
改
修
は
ど

う
す
る
の
か
。

　
　
　

古
神
橋
か
ら
上
流

は
、
県
が
砂
防
事
業
で
や

る
と
の
こ
と
で
す
。
道
路

に
つ
い
て
は
災
害
復
旧
事

業
で
阿
蘇
市
が
や
り
ま
す
。

道
路
分
に
つ
い
て
は
工
事

施
行
伺
い
の
決
裁
を
回
し

て
い
る
の
で
、
や
が
て
財

政
課
の
方
で
入
札
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
　
　

阿
蘇
市
の
道
路
改

修
の
こ
と
は
分
か
っ
た
が
、

県
の
砂
防
事
業
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

　
　
　
古
神
橋
の
上
流
は
、

県
が
砂
防
事
業
で
や
る
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

煮
詰
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

役
犬
原
の
道
尻
村

中
線
は
道
尻
集
落
も
ほ
ぼ

合
意
が
出
来
て
い
る
よ
う

な
の
で
、
市
の
方
か
ら
も

県
に
強
く
道
路
の
拡
張
を

求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
そ
れ
も
合
わ
せ
て
、

や
っ
て
い
き
ま
す
。

商
工
観
光
課
所
管
分

　
　
　

商
工
振
興
費
に
組

ん
で
あ
る
地
域
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
、
事
業
主

体
で
あ
る
内
牧
繁
栄
会
の

取
り
組
み
を
説
明
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　

平
成
23
年
度
に
立

ち
上
げ
ら
れ
、
こ
の
会
に

は
30
軒
ほ
ど
の
商
店
が

入
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
集

客
が
あ
る
所
を
も
う
１
回

立
て
直
そ
う
と
い
う
こ
と

で
、
正
式
名
称
は
内
牧
温

泉
街
繁
栄
会
と
言
い
ま
す
。

会
は
、
自
主
的
な
立
ち
上

げ
で
し
た
。

　
　
　

自
主
的
な
立
ち
上

げ
と
い
う
こ
と
で
、
近
隣

に
住
む
住
民
と
し
て
大
い

に
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　

統
一
看
板
で
、
同

じ
よ
う
な
看
板
が
出
来
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

い
ろ
ん
な
取
組
を
な
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

最
初
の
取
り
か
か
り
と
し

て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
時
に
商

店
街
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

お
互
い
で
人
を
誘
導
し
合

う
展
開
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

観
光
振
興
費
の
地

域
振
興
型
イ
ベ
ン
ト
補
助

金
が
２
０
０
万
円
減
額
さ

れ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
が

災
害
で
中
止
に
な
っ
た
た

め
と
の
こ
と
だ
が
、
中
止

に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
教

え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　

一
番
大
き
な
も
の

は
火
の
山
祭
り
で
す
。

　
　
　

観
光
振
興
費
の
教

育
旅
行
誘
致
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
制
作
事
業
補
助
金
が
２

０
０
万
円
組
ま
れ
て
い
る

が
、
内
容
に
草
原
、
火
口
、

田
園
風
景
等
、
阿
蘇
の
自

然
を
盛
り
込
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　

日
本
国
内
の
小
中

学
校
の
97
％
は
修
学
旅
行

が
あ
る
そ
う
で
、
修
学
旅

行
の
海
外
組
や
、
関
西
方

面
に
行
っ
て
い
る
東
日
本

の
学
校
を
阿
蘇
に
持
っ
て
く

る
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

農
政
課
所
管
分

　
　
　

農
業
振
興
費
の
環

答

答

答

問

問

意
見

答 答

答

問 問

問 問

意
見

答

意
見

答

答

意
見

答

意
見

答

答 答

問

問

答

問

問

谷
﨑

谷
﨑

財
政
課
長

和
田
財
政
課
長

佐
藤
総
務
課
長

谷
﨑

谷
﨑

総
務
課
長

園
田

伊
藤
建
設
課
長

園
田

園
田

園
田

園
田

建
設
課
長

本
山
農
政
課
長

農
政
課
長

農
政
課
長

災
害
の
廃
土
処
理
に
つ
い
て
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